
で
あ
り
儒
学
者
で
も
あ
る
。
そ
の
生
涯
は
、

灌か
ん

漑が
い

、
築
港
、
社
会
・
風
教
改
革
、
各
種
産

業
の
奨
励
な
ど
を
率
先
垂
範
し
た
不
世
出

の
経
世
家
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

　

兼
山
は
、
元
和
元
年（
一
六
一
五
）播
州

姫
路
に
生
ま
れ
る
。
祖
父
野
中
良
平
の
妻
は

藩
主
山
内
一
豊
の
妹
合ご

う

で
、
父
良
明
は
五
千

石
を
領
し
て
い
た
。
藩
主
山
内
一
豊
は
、
良

明
に
対
し
て
幡
多
郡
中
村
二
万
九
千
石
を

与
え
る
と
約
束
し
て
い
た
。
が
、
一
豊
の
死

後
に
反
故
に
さ
れ
た
た
め
に
浪
人
と
な
っ

て
い
た
。
兼
山
の
母
は
大
阪
の
商
家
の
娘

で
、
父
の
死
後
、
兼
山
は
母
と
と
も
に
土
佐

に
帰
っ
た
。

　

十
三
歳
の
時
、
土
佐
藩
家
臣
小
倉
少
介
に

見
込
ま
れ
て
、
父
の
従
兄
弟
で
奉
行
職
の
野

中
直
継
の
娘
市い

ち

の
入
婿
と
な
っ
た
。
十
五
歳

で
元
服
し
、
寛
永
十
三
年（
一
六
三
六
）養

父
の
直
継
が
病
死
す
る
と
野
中
家
を
継
い

で
奉
行
に
な
っ
た
。
藩
主
山
内
忠
義
は
、
兼

山
の
才
覚
に
目
を
付
け
、
藩
政
改
革
を
命
じ

不
世
出
の
経
世
家
、
野
中
兼
山

精
魂
込
め
て
生
み
出
し
た
芸
術

　

土
佐
国（
現
高
知
県
）が
生
ん
だ
偉
大
な

〈
水
の
技
術
者
〉
野
中
兼
山（
一
六
一
五
―

一
六
六
四
）を
論
じ
る
と
き
、
忘
れ
ら
れ
な

い
文
学
作
品
が
あ
る
。『
婉え

ん

と
い
う
女
』（
大

原
冨
枝
）
で
あ
る
。
兼
山
が
失
脚
し
た
際
、

一
族
全
員
が
絶
え
る
ま
で
僻
地
に
幽
閉
さ

れ
た
。
幽
閉
さ
れ
た
子
女
婉（
兼
山
四
女
）

は
同
書
で
父
兼
山
の
業
績
を
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
。

田
堰
よ
り
野
市
上
井
川
運
河
開
削
。
正
保
元

年（
三
十
歳
）
鏡
野
、
野
市
原
野
開
拓
。
翌

年
上
井
川
運
河
完
成
。
慶
安
元
年
に
は
仁
淀

川
に
八
田
堰
、
弘ひ

ろ

岡お
か
の
い井

着
手
。
以
下
、
寛
文

元
年（
四
十
九
歳
）
失
脚
ま
で
、
運
河
、
疎

水（
用
水
路
）三
十
流
、
三
十
余
里（
一
里
は

四
キ
ロ
）、
堤
防
。
港
湾
、
井
堰
水
門
、
排
水

溝
と
息
つ
く
暇
も
な
く
続
け
ら
れ
て
い
る
。

荒
れ
た
山
野
は
河
川
を
中
心
に
整
備
さ
れ
、

父
上
は
自
分
の
作
り
出
し
た
国
土
の
美
と

豊
饒
さ
に
感
動
し
た
。
父
上
に
と
っ
て
そ
れ

は
一
つ
の
理
想
の
具
現
で
あ
り
、
精
魂
込
め

て
生
み
出
し
た
芸
術
で
さ
え
あ
っ
た
」

地じ

方か
た

巧こ
う

者し
ゃ（

土
木
技
術
者
）兼
山
が
鍬
を

入
れ
汗
を
落
と
さ
な
か
っ
た
土
佐
の
大
地

は
な
い
、
と
さ
れ
る
。
五
十
歳
に
満
た
な
い

人
生
で
、
こ
れ
だ
け
の
土
木
事
業
を
成
功
さ

せ
た
人
物
を
他
に
見
出
せ
る
だ
ろ
う
か
。

経
世
家
兼
山
の
偉
大
な
功
績

　

兼
山
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
土
佐
藩
家
老

　
「
父
上
の（
兼
山
の
）
土
木
事
業
の
覚
書

が
あ
る
。
寛
永
十
五
年（
二
十
四
歳
）吉
野

川
支
流
森
川
に
宮
古
野
井
堰
着
手
。
寛
永

十
六
年（
二
十
五
歳
）物
部
川
山
田
堰
中
井

川
開
掘
。
寛
永
十
七
年（
二
十
六
歳
）室
津

港
を
開
築
。
寛
永
十
八
年（
二
十
七
歳
）山 野中兼山像（高知県長岡郡）

連載 第 2回
二人の家老：
土佐藩  野中兼山、
佐賀藩  成富兵庫　

の  なか けん ざん

なり  とみ ひょうご

作家　高崎　哲郎

江戸城錦絵（国立歴史民俗博物館蔵）
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る
こ
と
に
な
る
。
兼
山
は「
国
づ
く
り
」
の
先

頭
に
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　

兼
山
は
、
藩
の
経
済
的
基
盤
を
整
備
し
殖
産

興
業
を
進
め
る
た
め
、
土
佐
地
域
の
総
合
的
な

開
発
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
物
部
川
の
山
田

堰
、
仁に

淀よ
ど

川が
わ

の
八
田
堰
、
鎌
田
堰
等
を
造
成
し

て
水
路
を
開
削
し
、
新
田
開
発
を
行
な
っ
た
。

そ
の
拠
点
と
し
て
後ご

免め
ん

、
土
佐
山
田
、
野
市
、

新
川
等
の
新
た
な
町
を
造
成
し
た
。
運
河
開
削

と
一
体
と
な
っ
た
手て

結い

港
、
津
呂
港
、
室
津
港

の
築
港
事
業
も
手
掛
け
、
陸
路
と
連
関
し
た
海

上
交
通
路
の
整
備
を
進
め
て
、
藩
内
製
品
の
諸

国
で
の
販
売
を
広
め
た
。

　

河
川
の
堤

防
造
成
は
じ

め
、
平
野
部

の
開
拓
に
よ

り
米
の
増
産

を
進
め
た
。

杉
や
檜
を
中

心
と
す
る
森

林
資
源
の
有

効
活
用
を
行

い
藩
の
財
源

に
充
て
た
。

和
紙
の
材
料

と
な
る
楮
こ
う
ぞ

栽

培
や
鰹
節
づ

く
り
も
奨
励

し
た
。
乱
伐
を
避
け
る
た
め
に
輪
伐
制
な
ど
も

導
入
し
た
。

　

身
分
に
と
ら
わ
れ
ず
郷ご

う

士し
（
農
業
従
事
の
下

層
武
士
）な
ど
を
登
用
し
藩
政
改
革
に
あ
た
ら

せ
た
。
藩
外
か
ら
も
植
物
、
魚
類
な
ど
を
輸
入

し
て
、
藩
内
で
の
育
成
に
努
め
た
。

　

さ
ら
に
は
、
捕
鯨
、
陶
器
、
養
蜂
な
ど
の
技

術
者
の
移
入
も
進
め
て
殖
産
興
業
に
取
り
組

み
、
専
売
制
の
強
化
な
ど
も
行
っ
た
。
一
連
の

殖
産
興
業
に
よ
り
、
藩
財
政
は
好
転
す
る
こ
と

に
な
る
。
一
方
で
、
過
酷
な
年
貢
の
取
り
立
て

や
華
美
贅
沢
の
禁
止
な
ど
に
よ
り
、
領
民
に
不

満
は
溜
り
逃
散
す
る
領
民
も
出
て
き
た
。

い
、
村
と
町
の
基
礎
づ
く
り
を
し
た
。
兵
庫
は

今
日
も〈
治
水
の
神
様
〉と
県
民
に
尊
崇
さ
れ

て
い
る
。

　

佐
賀
平
野
は
沖
へ
と
延
び
て
い
く
干
拓
地
を

持
っ
た
、
日
本
で
一
番
新
し
い
沖
積
平
野
で
あ

る
。
面
積
は
広
い
が
山
が
低
く
、
嘉か

瀬せ

川が
わ

と
筑

後
川
を
除
け
ば
集
水
面
積
の
広
い
河
川
が
少
な

い
の
で
、
川（
水
源
）と
平
野（
水
田
）の
均
衡

に
欠
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
常
に
水
不
足
の
状

態
だ
っ
た
。
反
面
、
佐
賀
平
野
の
ほ
と
ん
ど
が

等
高
線
五
メ
ー
ト
ル
以
下
な
の
に
、
満
水
時
の

有
明
海
は
最
大
六
メ
ー
ト
ル
も
水
位
が
上
が

る
。
ひ
と
た
び
台
風
が
筑
後
川
上
流
に
大
雨
を

降
ら
し
、
そ
れ
に
有
明
海
の
満
潮
と
高
潮
な
ど

が
重
な
る
と
内
水
が
氾
濫
し
、
横
か
ら
は
筑
後

川
の
破
堤
に
よ
る
水
が
押
し
寄
せ
、
下
か
ら
は

満
潮
と
高
潮
と
い
う
三
重
苦
、
四
重
苦
の
状
態

に
陥
る
。

　

水
不
足
と
洪
水
に
耐
え
て
生
き
る
た
め
に
、

地
元
民
は
昔
か
ら
堀（
ク
リ
ー
ク
）を
め
ぐ
ら

せ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
平
野
部
の
川
は
み

に
蟄ち

っ
き
ょ居

し
た
。
門
を
閉
ざ
し
来
客
も
拒
み
読
書

三
昧
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
三
カ
月
後

に
吐
血
し
て
四
十
九
才
の
激
動
の
生
涯
を
終
え

た
。

　

彼
の
死
後
、
藩
政
壟
断
と
い
う
無
実
の
罪
へ

の
糾
弾
は
激
し
く
、
遺
族
ら
は
全
員
宿す

く

毛も

の
地

に
幽
閉
さ
れ
た
。
矢
来
に
囲
ま
れ
た
幽
閉
所
よ

り
一
歩
も
外
に
出
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
来
客

も
厳
し
い
検
問
を
経
ね
ば
面
会
を
許
さ
れ
な

か
っ
た
。

〈
治
水
の
神
様
〉、

佐
賀
藩
家
老
成
富
兵
庫

水
難
の
佐
賀
平
野

　

佐
賀
平
野
は
、
村
も
町
も
一
軒
一
軒
の
家

が
堀
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
成な

り
と
み富

兵ひ
ょ
う
ご庫

茂し
げ

安や
す

（
一
五
六
〇
―
一
六
三
四
）が
活
躍
す
る
以
前

の
水
利
用
は
、
各
地
ば
ら
ば
ら
で
、
し
か
も
干

ば
つ
と
洪
水
に
繰
り
返
し
悩
ま
さ
れ
る
水
難
の

地
だ
っ
た
。
兵
庫
は
、
遠
大
な
構
想
力
と
水
利

事
業
に
よ
っ
て
佐
賀
藩
の「
国
づ
く
り
」を
行

兼
山
罷
免
、
一
族
幽
閉

　

明
暦
二
年（
一
六
五
八
）、
藩
主
忠
義
が
隠
居

し
、
三
代
藩
主
に
忠
豊
が
就
く
。
兼
山
は
引
き

続
き
重
用
さ
れ
、
明
暦
三
年
に
は
忠
豊
と
と
も

に
江
戸
城
で
将
軍（
徳
川
家
綱
）に
拝
謁
す
る

栄
に
浴
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
兼
山
の
行
っ

た
事
業
は
時
に
労
役
の
厳
し
さ
か
ら
民
衆
の
反

発
を
買
い
、
儒
学
精
神
に
基
づ
い
た
峻
厳
さ
と

信
念
に
基
づ
き
確
信
に
満
ち
た
政
治
判
断
は
同

僚
で
あ
る
藩
政
幹
部
か
ら
の
抵
抗
や
嫉
妬
を
招

い
た
。
寛
文
三
年（
一
六
六
三
）、
兼
山
の
施
政

に
不
満
を
持
つ
孕
は
ら
み
い
し石

元も
と
ま
さ政

、
生
駒
木
工
な
ど
が

家
老
深
尾
出
羽
を
通
じ
て
忠
豊
に
弾
劾
状
を

提
出
し
た
。
郷
士
を
厚
遇
し
て
藩
士
の
困
窮
を

顧
み
ず
、
重
い
課
役
や
専
売
制
で
農
民
や
町
人

を
苦
し
め
た
と
の
批
判
が
列
記
さ
れ
た
。
忠
豊

は
、
叔
父
で
あ
る
伊
予
松
山
藩
主
松
平
定
行
と

相
談
の
う
え
兼
山
を
罷
免
し
た
。

　

失
脚
後
、
香
長
平
野
の
新
田
開
発
事
業
の
拠

点
と
し
て
構
え
た
山
田
中
野
の
別
宅「
明
夷
軒
」

な
小
さ
過
ぎ
る
の
で
洪
水
を
排
除
す
る
力
が
弱

く
破
堤
し
て
し
ま
う
。
洪
水
処
理
だ
け
を
考
え

て
川
幅
を
広
く
す
る
と
河
道
の
維
持
が
困
難
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
用
水
が
確
保
で
き
な
い
。

二
律
背
反
と
も
い
え
る
そ
の
根
本
的
な
解
決
に

は
成
富
兵
庫
の
登
場
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

激
動
の
時
代
と
そ
の
生
涯

　

成
富
兵
庫
は
永
禄
三
年（
一
五
六
○
）、
現
在

の
佐
賀
市
鍋
島
町
増
田
に
生
ま
れ
た
。
父
信
種

は
竜

り
ゅ
う

造ぞ
う

寺じ

隆た
か
の
ぶ信

の
鑓や

り
が
し
ら頭の

一
人
と
し
て
、
武
勇

と
能
弁
加
え
て
土
木
巧
者（
土
木
技
術
者
）で

知
ら
れ
て
い
た
。
天
正
三
年（
一
五
七
五
）か
ら

の
杵き

島し
ま

郡
須す

古こ

城
普
請
は
、
隆
信
の
命
令
に
よ

り
彼
が
成
し
遂
げ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
舟

野
堤（
嘉
瀬
川
溜
池
）
も
築
い
た
。
佐
賀
城
の

総そ
う

曲く
る

輪わ
（
城
内
設
計
）や
牛
島
手
繰
の
土
手（
十

間
川
清
心
院
か
ら
牛
島
天
満
宮
間
）も
彼
の
手

に
な
っ
た
も
の
で
、
彼
が
松
を
植
え
た
と
さ
れ

る
。

手結港（高知県香南市）

山田堰跡（高知県香美市）

11 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 連載　江戸期の水の技術者 群像 ● 10



　

兵
庫
が
佐
賀
で
行
っ
た
事
業
は
、
直
接
的
に

は
藩
の
収
入
確
保
の
た
め
の
既
耕
地（
田
畑
）

の
安
定
と
、
新
田
開
発
を
目
的
と
す
る
も
の

だ
っ
た
。
同
時
に
土
地
と
人
民（
百
姓
、
町
人
）

を
把
握
し
、
一
国
圏
と
し
て
の
城
下
計
画
と
村

落
支
配
計
画
に
よ
っ
て
、
領
地
経
営
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
。
だ
が
財
政
難
と
、
本
藩
と

支
藩
と
の
組
織
が
不
明
確
な
政
治
事
情
に
よ
っ

て
、
水
利
事
業
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

◇

　

成
富
兵
庫
が
活
躍
し
た
の
は
、
天
正
四
年

（
一
五
七
六
）織
田
信
長
が
安
土
城
を
構
築
し

始
め
た
こ
ろ（
こ
の
年
兵
庫
は
十
七
歳
で
初
陣

の
功
を
立
て
た
）か
ら
、
徳
川
家
康
の
江
戸
城

修
築
が
完
成
し
た
寛
永
十
七
年（
一
六
四
○
）

頃
ま
で
の
約
六
十
年
間
で
、
近
世
城
下
町
の
形

成
期
に
当
た
る
。（
兵
庫
は
三
十
歳
代
か
ら
十

年
間
余
り
、
秀
吉
と
家
康
の
軍
役
奉
公
に
終
始

し
、
多
く
の
軍
役
土
木
事
業
に
参
加
し
た
。
土

木
工
事
を
貫
い
て
い
る
領
国
経
営
の
理
念
と

水
利
事
業
の
在
り
方
を
学
ん
だ
と
見
ら
れ
る
。

水
利
事
業
の
業
績

　

兵
庫
は
こ
れ
ら
の
悪
条
件
下
で
水
利
事
業
を

取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
佐
賀
藩
祖
鍋
島
直

茂
は
、
慶
長
十
六
年（
一
六
一
一
）
に
佐
賀
城

（
亀
甲
城
）
を
完
成
さ
せ
た
。
城
に
は
幅
四
十

間（
約
七
十
二
メ
ー
ト
ル
）の
城
堀
を
四
角
形

に
掘
り
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
東
南
に
天
守
閣
を
築

い
た
。
城
下
町
の
防
衛
と
生
活
用
水
、
周
辺
の

穀
倉
地
帯
の
灌
漑
用
水
に
対
す
る
計
画
を
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
近
世
城
下
町

の
構
築
期
に
当
た
っ
て
、
藩
の
水
の
制
度
を
整

え
た
の
が
重
臣
成
富
兵
庫
だ
っ
た
。
兵
庫
に
期

待
さ
れ
た
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
①
洪
水
常
襲

地
の
水
害
防
止
、
②
平
野
中
央
部
の
水
不
足
地

帯
の
解
消
、
③
開
墾
・
開
拓
地
の
拡
充
、
④
河

川
水
の
及
ば
な
い
地
域
で
の
た
め
池
造
成
だ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
水
路
や
水
利
施

設
を
造
っ
て
も
水
不
足
は
免
れ
な
い
。
そ
こ
で

時
間
に
よ
っ
て
水
の
配
分
を
す
る
た
め
の
時
間

割
を
決
め
た
。

肥
後
藩
主
加
藤
清
正
が
兵
庫
の
才
能
を
讃
え
、

一
万
石
を
給
す
る
か
ら
肥
後
に
来
て
欲
し
い
と

頼
ん
だ
と
い
う
逸
話
も
残
さ
れ
て
い
る
）。

　

治
水
事
業
に
乗
り
出
し
た
元
和
元
年（
一
六

一
五
）頃（
五
十
五
歳
前
後
）で
、
彼
の
前
に
広

が
っ
て
い
た
佐
賀
平
野
の
姿
は
以
下
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
。

①
筑
後
川
は
洪
水
の
た
び
ご
と
に
溢
れ
出
て
い

た
。
だ
が
幸
い
な
こ
と
に
筑
後
川
か
ら
溢
れ
出

た
洪
水
は
再
び
筑
後
川
に
返
る
性
質
の
も
の

だ
っ
た
。

②
北
山
か
ら
流
れ
出
る
川
に
は
、
堤
防
は
な

か
っ
た
。
川
は
洪
水
の
た
び
ご
と
に
佐
賀
平
野

を
乱
流
し
、
あ
る
時
は
左
、
あ
る
時
に
は
右
に

流
れ
て
海
に
注
い
で
い
た
。

③
古
く
は
主
流
で
あ
っ
て
今
は
支
流
に
変
わ
っ

て
い
る
旧
河
道
は
絶
好
の
用
水
源
に
な
る
。

④
中
世
封
建
的
村
落
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
、

勝
手
気
ま
ま
な
水
の
使
い
方
を
し
て
い
る
村
が

大
半
だ
っ
た
。

械
力
に
替
わ
っ
た
こ
と
や
木
造
り
の
樋
管
が
石

造
り
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
さ
れ
た
こ
と
、
干
拓

地
の
地
下
水
利
用
な
ど
だ
け
だ
。
先
駆
者
の
兵

庫
が
い
か
に
不
世
出
の
土
木
技
術
者
で
あ
っ
た

か
が
わ
か
る
。

　

兵
庫
の
業
績
は
細
か
い
も
の
ま
で
合
わ
せ

る
と
百
を
越
え
る
と
い
う
。
こ
と
水
に
関
し
て

は
、
佐
賀
藩
領
下
で
は
彼
の
配
慮
の
及
ば
ぬ
も

の
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
兵
庫
の
工
法
に

は
、
信し
ん
げ
ん
づ
つ
み

玄
堤
な
ど
の
甲
州
流
、
利
根
川
を
制
御

し
た
関
東
流（
伊
那
流
）、
淀
川
治
水
の
上
方
流

な
ど
場
所
場
所
に
応
じ
て
、
幾
つ
も
の
流
派
を

併
用
し
た
と
さ
れ
る
。

　

兵
庫
の
代
表
的
な
業
績
と
言
わ
れ
る
嘉
瀬

川
の
石
井
樋
は
、
城
下
町
用
水
と
し
て
の
役
割

が
第
一
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
工
法
の
巧
み
さ
が

嘉
瀬
川
そ
の
も
の
の
流
れ
を
安
定
さ
せ
、
石
井

樋
以
外
の
十
三
ヵ
所
の
取
水
も
可
能
と
な
る
な

ど
、後
世
に
い
た
る
ま
で
、佐
賀
平
野
に
限
り
な

い
恩
恵
を
与
え
続
け
て
き
た
。
石
井
樋
は
、
近

代
工
事
に
よ
っ
て
役
割
を
終
え
る
昭
和
時
代
ま

で
、
実
に
三
百
三
十
三
年
間
、
現
役
で
あ
り
続

け
た
。
成
富
兵
庫
は
寛
永
十
一
年（
一
六
三
四
）

七
十
四
歳
で
他
界
し
た
。
墓
は
佐
賀
市
長
瀬
町

の
本
行
寺
と
佐
賀
郡
大
和
町
尼に
い

寺じ

に
あ
る
。

参
考
文
献
…
高
知
県
・
佐
賀
県
の『
県
史
』、
大
原
富
枝『
婉

と
い
う
女
』。
国
土
交
通
省
・
農
林
水
産
省

関
連
資
料
、『
人
づ
く
り
風
土
記
』（
高
知
県
、

佐
賀
県
）。

　

兵
庫
の
水
利
事
業
の
主
な
も
の
を
列
挙
す

る
。
①
筑
後
川
の
洪
水
防
御（
千
栗
土
居
の
築

堤
と
安や

す

良ら

川
の
開
発
）、
②
有
明
海
の
干
拓
の

前
提
と
し
て
の
沿
岸
事
業（
五
千
間
土
居
の
築

堤
）、
③
洪
積
層
台
地（
中
原
、
三
田
川
台
地
）

に
水
を
引
く（
蓑み

の
ば
る原

水
道
な
ど
）、
④
流
域
外
に

水
を
引
く（
横
落
水
路
、
市
ノ
江
水
路
な
ど
）、

⑤
水
路
を
復
旧
し
て
荒
野
を
拓
く（
羽
佐
間
水

道
、
大
日
堰
な
ど
）、
⑥
嘉
瀬
川
の
洪
水
防
止
事

業（
石い

し

井い

樋び

）、
⑦
溜
池
づ
く
り（
永
池
溜
池
、

日
尺
池
な
ど
）、⑧
上
流
に
遊
水
地
を
置
き
水
害

を
避
け
る（
牛
津
川
の
横
堰
、
巨こ

勢せ

川
上
流
の

右
岸
遊
水
地
な
ど
）、
⑨
水
源
強
化（
流
路
を
変

更
し
福
岡
領
に
落
ち
る
水
を
田
手
川
に
送
る
蛤

は
ま
ぐ
り

水
道
の
建
設
）、⑩
佐
賀
江
に
み
ら
れ
る
独
特
の

治
水
…
。

◇

　

彼
が
成
し
遂
げ
た
佐
賀
平
野
の
水
利
体
系

は
、
藩
政
時
代
は
も
と
よ
り
、
明
治
以
降
も
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
変
わ
っ
た
こ
と
と

い
え
ば
、
ク
リ
ー
ク
の
揚
水
が
踏
み
車
か
ら
機

嘉瀬川本流を堰止める
石井樋の大井出堰（佐賀県佐賀市）

成富兵庫茂安の墓
（佐賀県佐賀市本行寺）
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